
●各⼤学が持つリソースの共有
・⾃前主義からの脱却
・ICT活⽤ ・社会的学習の促進

⾼校 ⼤学 企業
⾃治体

• プラットフォーム・ポリシー（PP）の策定
• 同 キーコンピテンシーの策定
• それに応じた各⼤学リソース授業・活動の認定
• PPを具現化するプログラムの共同開発
• 活動のナンバリングの設定
• 越境学習プラットフォームにおける内部質保証

●越境学習の開発
・⾼校、⼤学、社会の垣根を越境する
・地域を越境する
⇒⽇本版ミネルヴァの構築
⇒内地留学制度の構築
⇒企業・⾃治体所属個⼈による越境学習ゼミ

越 境 学 習 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

• ⾼校が質保証する⽣
徒をデータベース化

• ⼤学とのマッチング

ショーケースを
データベース化

⾼校⽣
 探究活動を中⼼に学
びを深めてきた。

 部活動を通じて⾮認
知能⼒を⾼めてきた。

 18歳からの伸びしろが
期待できる。

 まだ⾃分の⽬標が定
かではない。

 仲間とともに試⾏錯誤
する経験により成⻑。

• 本団体が質保証する
学⽣をデータベース化

• 企業とのマッチング

ショーケースを
データベース化

理念に賛同する企業・⾃治体の個⼈がメンバーとして参加。
越境学習ゼミ講師をボランティアで担当。

理念に賛同する⾼校および⾼校⽣が参加。
⼊学前教育として単位化。

実践的⼈材を本気で育成する越境プラットフォームの構築

「少⼦化時代を⽀える新たな私⽴⼤学等の経営改⾰⽀援」メニュー２（複数⼤学等の連携による機能の共同化・⾼度化を通じた経営改⾰⽀援）

◎桐蔭横浜⼤学、東京家政学院⼤学、京都⽂教⼤学、⽇本⽂理⼤学

わが国の社会・経済の持続的発展に貢献する実践的⼈材の育成に向けて、これまで教育を質的に転換してきた、同じ機能を持つ⼤学が地域を越
えて連携し、共通の課題解決に向けた量的転換、すなわち、持てる資源を共有し、越境学習や⾼次の⾼⼤社接続システム開発等、より⾼インパクト
の取組を進め、連携各⼤学の機能強化と学⽣募集⼒、すなわち経営⼒の強化を図る。

⾼校 企業
⾃治体実践的⼈材に

育った学⽣


